
ヘアケア化粧品開発に
役立つ評価試験

毛髪の観察 毛髪のダメージ抑制評価
走査電子顕微鏡（SEM）により、キューティクル状態を観察することができます。
毛髪のダメージ評価やヘアケア化粧品の効果を視覚的に評価できます。

ヘアケア化粧品の使用感評価
クシにかかる仕事量を測定することで、
ヘアケア製品の使用感（手触り）を数値化
することができます。

そのほか、断面の形状観察、毛径の測定も可能です。

毛髪を引っ張った際にかかる応力とひずみ（毛髪の伸び）を測定することで、
毛髪強度が分かります。

製剤に含まれるトリートメント成分の効果により、 毛髪へのダメージが抑制
されました。

毛髪表面におけるコンディショナー濃度と
ゼータ電位の関係

健常毛

オイル塗布前後の毛束のクシの通りやすさ

縮毛の矯正前後の破断強度の変化
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ヘアケア化粧品の有効性評価

引張試験の様子
単毛髪力学試験機

毛髪多目的試験機

●訴求成分の毛髪への浸透性

●毛髪表面の電荷状態
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スキンケア製品のための
浸透性と有効性の評価

浸透性評価

有効性評価 (ヒトモニター試験)

（例1）3%ナイアシンアミド水溶液の
浸透性評価

(例) 皮膚の粘弾性評価

（例2）前腕の含水率評価

皮膚のラマンスペクトルを非侵襲的に
取得し、解析することで
①皮膚への物質浸透の評価
②皮膚構成成分の深度分布評価
③深度毎の含水率の測定
が可能です。

◆In vivo 共焦点ラマン分光装置 ◆イメージング質量顕微鏡 （MSI）

◆マルチ皮膚計測装置 （MPA580） ◆VISIA （顔の皮膚画像解析装置）

顕微鏡と質量分析を組み合わせた機器です。皮膚組織に含まれる特定の成分を
検出して切片上にマッピングすることで、ex vivoで浸透評価が可能です。

(例) 市販の皮膚モデルに対して化粧水と浸透促進剤を含む化粧水をそれぞれ一定時間
浸透させた後に、訴求成分（ナイアシンアミド）の分布をイメージング質量顕微鏡で測定した。

皮膚の粘弾性や角層水分量など様々
なパラメーターを測定可能な計測器
です。食品、サプリメント、美容機器、
化粧品などの皮膚への有効性評価が
可能です。

顔の撮影を行い、様々な特徴を
画像解析することができます。
スキンケアやメイクアップ化粧料
等の使用前後の画像を比較する
ことで、各特徴に対する評価が
可能です。
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機器分析による
化粧品原料/製剤の特性評価

エマルション等の構造や、添加物の分散状態を
視覚的に評価できます。

使用感の違いを定量的に示すことができます。

ゼータ電位の絶対値が高い方が
凝集が抑制されると考えられ、
安定性が高いと期待されます。

製剤の観察

乳液の安定性評価

使用時の力学特性評価

日焼け止めの性能評価

●w/o型乳化ファンデーションの観察（クライオSEM-EDS）

●加速試験前後の乳液の粒子径比較（動的光散乱法） ●樹脂プレートを用いたUV防護能の評価
サンスクリーン特性値＊が迅速に測定できます。
＊in vitro SPF、臨界波長λc、UVA:UVB比率、分光透過率、分光吸光度

●処方が異なる乳液のゼータ電位比較（ゼータ電位測定）

●口紅塗り広げ時のせん断応力測定（レオロジー評価）

液体試料を凍結したまま観察・元素分析

せん断応力が小さい口紅ほど、
軽い力で塗り広げやすいと期待されます。

アタッチメントを変えると、乳液塗布時の摩擦感の評価
（トライボロジー評価）なども可能です。

各波長における透過率
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～in vitro試験～

紫外線

表皮

真皮

❶ROS※産生 ❷炎症性サイトカインの産生

❸細胞外基質分解酵素の
　産生・活性化

❹細胞外基質の
　産生量低下

酸化ストレス

シワの発生

ハリの喪失

炎症

基底膜の分解

コラーゲン、ヒアルロン酸、
エラスチン量の低下

ROS:活性酸素種(Reactive Oxygen Species)

シワ発生・ハリ喪失の機序

化粧品原料の
抗シワ機能の評価

オーダーメード型技術支援 項目にない試験の実施や、ニーズに合わせた実験手技などに関する講習会も開催可能ですので、
お気軽にお問い合わせください。

❶抗酸化能試験
細胞内ROSレベルの測定、DPPHラジカル消去能、
SOD様活性 など

実施可能な試験

細胞内ROS
レベルが低下
→抗酸化能が期待

アスコルビルリン酸マグネシウム濃度(μg/ml)
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試験例1)細胞内ROSレベルの測定
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❷抗炎症性評価試験/炎症惹起試験
ELISAによるIL-6, TNF-α, IL-1β産生測定、
qPCRによる遺伝子発現定量 など

実施可能な試験

炎症性サイトカイン
IL-6の産生を抑制
→抗炎症効果が期待

試験例2)IL-6産生阻害試験
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今夏開始予定

❸細胞外基質分解酵素の活性抑制評価
コラゲナーゼ(MMP-1)/MMP-2/MMP-9/
エラスターゼ/ヒアルロニダーゼの活性阻害試験

実施可能な試験

シワ発生の要因となる
コラゲナーゼの活性を
阻害
→抗シワ効果が期待

細胞外基質の産生量増大
細胞外基質分解酵素の
産生量減少
→抗シワ効果が期待
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試験例3)コラゲナーゼ活性の阻害試験

❹細胞外基質の産生量評価
ELISA法を用いたコラーゲン/ヒアルロン酸の定量、リアルタイムPCR法、
PCRアレイを用いた細胞外基質の遺伝子発現量解析

実施可能な試験

試験例4)コラーゲン産生量の評価 試験例5)PCRアレイを用いた
細胞外基質関連遺伝子の
網羅的な発現解析
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線維芽細胞にレチノールを添加、
24時間後の遺伝子発現の変動を測定

4.5
4

3.5
3

2.5
2

1.5
1

0.5
0

-3 -1 1 3

-lo
g1

0(
P値

)

log2(遺伝子発現量の変化(倍))

0.5倍以下の変動

P値<0.05

TIMP1

MMP-1MMP-3

COL7A1、MMP-2
COL1A1、COL4A1

2倍以上の変動

今夏開始予定

抗炎症能の
発現


